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要約   
 
本論「近代東アジア地域における木炭の生産・流通の史的研究」は、近代の日本を中心
とする東アジア地域における木炭の生産と流通に関して、史的視点により二つの面からそ
の生産と流通の実態を明らかにし、さらに木炭の生産と流通という角度から東アジア地域
の近代像を探求しようとしたものである。一つ目は、1918-1933年に行われた中国産木炭
の日本向け輸出と中国国内の木炭事情と、1921 年以前の日本産木炭の中国向け輸出の分
析を通じて、1921 年前後日中両国の木炭貿易の変貌を考察するものである。二つ目は、
1900 年頃から 1945 年にかけて日本の支配下に置かれた満洲、朝鮮半島、台湾における
木炭の生産と流通の状況を考察するものである。本論の全体は序論、2部・7章、結論か
ら構成されている。以下、各章の要約を説明する。 
「序論 近代東アジア地域における木炭の生産・流通の史的研究の視点―日本を主軸に
―」は、主に課題の選定と先行研究について述べたものである。ここでは、まず「序節 歴
史記録から見る東アジア地域の木炭」において古代の中国、朝鮮半島、日本における木炭
の事情を説述し、そこから日本を中心とする近代東アジア地域における木炭の生産と流通
の重要性を示す。ついで、20 世紀前半における日中両国の木炭貿易と日本の支配地域に
おける木炭の生産と流通という視角から東アジア地域の近代像を探る。 
「第一部 近代日中両国の木炭貿易―中国産木炭の対日輸出と上海の木炭貿易を中心に
―」は、20世紀前半の日中両国の木炭貿易に関する以下の 4章からなっている。 
「第一章 中国産木炭の生産と対日輸出」は、近代の中国産木炭の日本向け輸出につい
て考察するものである。1921 年に日本が木炭輸出超過国から輸入超過国になった後、海
外から大量の木炭を輸入し、その中で最も大量であったのが中国産木炭であった。これは
単に日本国内における木炭を製造する原材料が不足していたからではなく、木炭の製造費
用と価格とに関係した。それに日本が海外から最も大量に輸入したのは中国産木炭であり、
とくに 1921-1932 年に集中していたことがわかる。さらに、当時輸出されていた中国産
木炭の各生産地から日本に運ばれるまでの輸送費用の比較を通じて、最も大量であった温
州木炭の重要性について論じている。第二章で考察する温州木炭の事情が予告的に提示さ
れる。 
「第二章 中国の温州木炭の生産と対日輸出」は、第一章の論点を引き継ぎ、近代の日
本に輸出されていた中国産木炭の大部分を占めていた温州木炭の事情について検討する
ものである。1918 年に日本は海外、とくに中国から木炭を輸入し始めた。当時その輸入
量はまだ少量であったが、のちに日本国内の木炭不足による炭価の高騰によって急速に増
加した。そのうち温州から搬出された木炭は最も量が多く、且つ日本産に遜色しないもの
であった。さらに、1923 年に関東大震災の発生が温州木炭の日本向け輸出に拍車をかけ
たようなものである。しかし、1928 年になると日本の山東出兵に対する中国国内での日
貨排斥が高まり、また浙江永嘉県炭業公会が温州の地元社会に温州木炭の日本向け輸出の
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中止を呼びかけたことにより、温州木炭の日本向け輸出は明らかに低下した。1931 年の
満洲事変により再び温州木炭の対日輸出量が減少し、漸次に衰退し始めた。当時温州で発
生した排日運動と炭焼増産による森林の破壊は温州木炭の日本向け輸出を中止させた主
因であると考えられる。 
「第三章 中国の杭州木炭の生産・流通」は、温州木炭とともに日本に輸出された杭州
木炭の事情について考察している。杭州木炭は品質が優良で、種類が豊富且つ生産地が地
理的に上海に近いため、当時の日本政府に注目されていた。1903-1911年において杭州木
炭は、上海に供給されたのみならず、1922年には日本にも輸出されていたことがわかる。
上海に移出された杭州木炭は、年間 30 万担（約 18,136 トン）にものぼり、そのうちの
一部が日本に輸出された。とくに、『申報』が報道した杭州木炭の生産地状况を考察する
ことによって、これまで注目されていない杭州木炭ないし中国の木炭生産の実態が浮かび
上がり、杭州木炭は当時の日本に輸出された中国産木炭の代表的な一つであることが明ら
かになる。さらに、杭州木炭の販売の商慣習から日中両国の商慣習の違いが窺え、その違
いが日中両国の木炭貿易の障壁であったことについて論じている。 
「第四章 1899-1903年の上海における木炭の流通と商慣習の互動」は、時期を遡って、
1899-1903年の上海における木炭貿易の考察を通じて、当時の上海における木炭の流通と
日中両国の木炭の商慣習について論じている。とくに、『支那経済全書』等の資料により
20 世紀初頭上海に搬入された中国国内産の木炭と日本産のそれとの流通経路を確認し、
上海に集められた木炭の記録を分析検討することにより、木炭には戦時用燃料としての用
途があることを突き止める。さらに日中両国の木炭の商慣習の特徴を挙げ、それらを区別
し、二つの商慣習が上海において接触しており、そこでは売り手と買い手との「あらかじ
めの了解」がなされることにより、木炭の売買が成立していることを明らかにしたのであ
る。この「あらかじめの了解」を売り手と買い手の両方が有することで「商慣習の互動」
という接点が生まれ、その結果として、両国の商慣習が交流することが示される。よって、
1918-1933年の中国産木炭が日本に輸出されるに至るいきさつが示されるのである。    
「第二部 近代日本の支配地域における木炭の生産・流通」は、近代日本の支配下に組
み込まれた満洲、朝鮮半島、台湾における木炭の生産と流通をそれぞれ扱う以下の 3章か
ら構成されている。      
「第五章 20世紀前半の満洲における木炭の生産・流通」では、20世紀前半の満洲に
おける木炭の生産・流通を考察する。1905-1931年において中国国内の林政は混乱してお
り、満洲（関東州を除く）における木炭の生産は中国の政府機関に重要視されていなかっ
た。一方、木炭を使用する慣習を有する日本勢力の満洲進出、とくに日露戦争後の満洲に
住む日本人居留民の増加に伴い、木炭の生産や消費は刺激され、一層増大した。そこで、
第五章は、1905 年日本の勢力が満洲に進出した時期から 1945 年第二次世界大戦が終戦
した時期にかけて満洲における木炭の生産と流通は日本人との関係が深く、日本軍によっ
て軍事的な目的で行われていた特徴があることについて検討している。       
「第六章 近代朝鮮半島における木炭の生産・流通」では、大韓帝国時代の朝鮮半島に
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おける木炭の事情と日本統治時代における朝鮮半島の木炭生産の発展及び流通という二
つの部分から考察する。近代朝鮮半島の人々が日常生活では日本人より木炭を利用するこ
とが少なかったのは、朝鮮人は一般に日本人のように採暖に火鉢を使用することがなく、
炊事に日本人より木炭を使用することが少なく、喉の渇きをいやすのに湯を飲む習慣がな
い等の三つの点が理由として考えられる。しかし、朝鮮半島においては「根炭」と呼ばれ
た固有の木炭があり、当時の日本産よりは劣ったものの、朝鮮半島において従来木炭が製
造され、使用されていたことを示していると思われる。ついで、朝鮮総督府が木炭生産に
力を注いだことにより、1918年から 1945年にかけて朝鮮産木炭は輸移出が数量的にも、
価額的にも増大し、日本国内、さらに海外に輸出するほどの発展を遂げたことを明らかに
する。さらに、朝鮮産木炭は戦時中の日本にとって自国の燃料不足を補完する重要な物資
であることと、近代朝鮮半島の木炭生産の位置づけについて論じている。                  
「第七章 日本統治時代の台湾における木炭の生産・流通」は、日本統治前の台湾にお
ける木炭の事情とそれ以降の木炭生産の発展及び日本国内の木炭市場との関係について
論じている。まず日本統治時代において、台湾の木炭産業は大きな発展を遂げ、1921-1924
年において台湾木炭の日本国内ヘの輸出量はその海外への輸出量を超過し、大量に日本に
輸出されていたことを明らかにする。また、台湾の木炭は日本国内の木炭市場との連携が
強化され、台湾は日本に木炭を提供する生産地となり、終戦まで日本の燃料を確保するた
めに重要な役割を果たしていたことについて考察している。                
 「結論 木炭の生産と流通から見る東アジア地域の近代像」では、先述した各章の内容
を振り返り、日本を中心とする近代の東アジア地域における木炭の重要性を強調し、さら
に木炭という角度から見る東アジア地域の近代像を描き出すのである。 
 
